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JupiterPrintについて 

Windows 10環境では Jupiter2本体で、リストまたはサンプルボードを Excel方式で保存しようとする

と、エラーが発生して正常に出力ができないことがあります（成功率 50％以下） 

参考： 

Excel形式で保存するとエラーになる| Jupiter Support Site 

https://www.uchida.co.jp/jupiter/j2/qa_21.html 

 

完全再現はできませんが、近しい形で Excel 保存するためのマクロが入った Excel ファイルが

JupiterPrintです。 

 

 JupiterPrint_〇〇PL.xlsm （リスト用） 

 JupiterPrint_〇〇SB.xlsm （サンプルボード用） 

（〇〇にはバージョン番号） 

 

このマニュアルは、公式配布されている「JupiterPrintマニュアル_1.00」の補足資料となります。 

この資料のみでも使用できるように構成されていますが、「JupiterPrint マニュアル_1.0」も確認のうえ、

ご覧ください。 

 

  

https://www.uchida.co.jp/jupiter/j2/qa_21.html
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1．メイン画面説明（リスト用、サンプルボード用 共通） 

 
 

1. イメージフォルダ設定 

2. 「項番」（数字・文字列可能…Jupiterとは異なります） 

3. 「建物＆フロア名」、「部屋名」 

4. イメージ写真（図面）枠作成記述（サンプルボード用の記述方法） 

5. 「連続コピー行挿入」 

6. 「Excel生成」ボタン 
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1-1. イメージフォルダ設定 

Jupiter本体の「環境設定」と同様の設定を行ってください 

 

 

↓ 
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※どのイメージフォルダにも入っていない画像を使用する場合は、 

JupiterPrintファイルと使用したい画像ファイルを同じフォルダに入れてください。 

 

 

同じフォルダに JupiterPrintファイルと画像ファイルを配置 
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1-2．「項番」 

Jupiter本体とは異なり、文字列の記述も可能です。 

出力された Excelでは以下の場所に記載されます。 

 

 
JupiterPrint「メイン」シートでの記述 

↓ 

 

出力されたサンプルボード 

 

画像リストの場合は普通に連番を振ってください 

  



JupiterPrint補足マニュアル (Win10) 

1-3．「建物＆フロア名」、「部屋名」  7 

1-3．「建物＆フロア名」、「部屋名」 

いずれかが一つ上の行と異なると自動的に改ページが発生します（Jupiter本体とは大きく異なる点です） 

 

 

JupiterPrint「メイン」シートでの記述 

↓ 

 

出力されたサンプルボード（５ページに分割されている） 

 

※ 

JupiterPrintはあくまで Excelなので、上から順番に一覧の情報をフォーマット左上始点として入れてい

きます。そのため、一覧にある建物名、部屋名の同じ商品を一つのページにまとめるという機能はありませ

ん。 

つまり、「１F／その１」「１F／その２」「１F／その１」という順番で一覧に記入していた場合は、「１F／その１」

と「１F／その２」の2ページでまとまるのではなく、それぞれが別のページとして出力されます。（上記もその

ような例です） 
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1-4．イメージ写真（図面）枠作成記述（サンプルボード用の記述方法） 

Jupiter本体上サンプルボードの でいうところの虹色の部分、大枠を使ってのイメージの設定をし

ている箇所の設定をしています。 

 

標準の「設定」シートの基本フォーマットの記述では、 

 

2行 5列（10商品）のフォーマットになっています。（「フォーマット」シート） 

   

 

これを Excel上で表現する際に、アイテムひとつの枠として 

 行（縦）33セル 

 列（横）6セル 

使用しています（上右図） 
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この状態で、 のように先頭の 2枠を使って画像を表示しようとしているのがこの記述方法です。 

 

例） 

 

1行目の「品名」に「＊12-32＊」を記入し、「DB」「写真１ファイル名」も設定 

2行目に「＊」 

↓ 

 

 

「＊12-32＊」は横 12セル（2枠分）、縦 32セル使用することを意味しています（※33セルぴったりにす

ると枠線に画像がかかることがあるので 1セル分小さくしています） 

横2枠分を使用しているので、2行目は「＊」として行の消費だけをしています。（ここに次の商品を入れると

画像が重なります） 

 

なお、仕様的には 3枠分の通常より大きな枠を作ることも、枠を右上や右下に作ることもできます。 

 

ここでは 2行 5列（10商品）のフォーマットで説明をしましたが、3行 6列（18商品）でも考え方は同様で

す。一つの商品に使うセル数が異なるだけです。 

 

フォーマットの編集方法など、詳細は「サンプルボード：フォーマット編集（設定）方法」をご覧ください 
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1-5． 「連続コピー行挿入」 

ボタンを押すごとに、書いてある数字の分だけ行を飛ばして、選択した情報をコピーしていきます 

等間隔で同じ記述をするときに使用できます。 

 

例：11行目、12行目を選択して「連続コピー行挿入」（例では行間隔 8）を 2回押すと… 

 

↓ 

 

8行おきに 2回、選択した 2行の情報がコピーして挿入されます。 

 

 

1-6． 「Excel生成」ボタン 

すべての設定が完了したらこのボタンを押してください 

リスト/サンプルボードが Excelファイルとして生成されます 
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2. 使用方法 

1． イメージフォルダの場所を確認 

2． 商品一覧を Jupiter本体のリストからコピー 

3． 項番を設定（画像リストの場合は連番、サンプルボードの場合は任意） 

4． イメージ写真（図面）設定（サンプルボードで使用） 

5． 「Excel生成」ボタンを押す 

 

2-1. イメージフォルダの場所を確認 

 

Jupiter本体の設定に合わせてください 

 

2-2. 商品一覧を Jupiter本体のリストからコピー 

Jupiter本体のリストをすべてコピー（Ctrl+Aは使えないので、全行を選択）して 

JupiterPrintにペースト。 

リストの場合は「建物＆フロア名」、サンプルボードの場合は「項番」を基準にペーストしてください。 

（JupiterPrintマニュアル_1.00.pdf p.3 参照） 

 

 

イメージフォルダ以外の画像を使用する場合は、DB欄を空欄にしてください。 
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  12 

 

 

 

2-3. 項番を設定（画像リストの場合は連番、サンプルボードの場合は任意） 

詳細はメイン画面説明（2．「項番」）をご覧ください 

 

2-4. イメージ写真（図面）設定（サンプルボード） 

詳細はメイン画面説明（4．イメージ写真（図面）枠作成記述）をご覧ください 

 

2-5. 「Excel生成」ボタンを押す 
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3. 画像が出力されないときの対処法 

Excelファイルを出力されたときに、画像がうまく表示されない場合は、「結果」シートを確認して修正してく

ださい。 

 

例） U07BL025D.jpgがイメージフォルダ 3の該当場所に存在しないまま生成 

 
↓ 

 

なお、「写真１ファイル名」が空欄の場合は、「結果」シートにも表示されないので注意してください。 

 

「結果」シートでは以下の点を確認してください 
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◆画像が見つからない…の場合 

1． イメージフォルダの設定が正しいか確認する 

メイン画面説明（1．イメージフォルダ設定）を確認してください 

 

2． イメージフォルダ内に画像が正しく入っているか確認する 

Jupiter本体のマニュアルを確認の上、画像ファイルをイメージフォルダに入れてください。（画像の更

新がされていない可能性もあります） 

 

3． （イメージフォルダ以外の画像を使う場合）JupiterPrintマクロファイルと使用したい画像ファイルを

「同じフォルダ」に入れる 

メイン画面説明（1．イメージフォルダ設定）を確認してください 

 

4． イメージフォルダ以外の画像ファイルを使う場合、DB欄は「空白」にする 

使い方（2．商品一覧を Jupiter本体のリストからコピー）を確認してください 

 

 

◆画像読み込みエラー…の場合 

① DB以外の画像ファイルを使う場合、ファイル名は「25バイト」までです 

※全角文字 1文字 2バイト、半角文字 1文字 1バイトとして計算 

（拡張子は含みません。スペースは文字数に含みます） 

 

   例： 

   S-30-SV-H1100-GY24-DG.jpg …21バイト →OK 

   SCAENA 取り付け金具.jpg  …19バイト →OK 

   陳列什器棚板（ステージ）598G-49965-1 …36バイト →読み込みエラー 

 

バイト数の確認は以下のサイトなどをお使いください 

文字数カウント https://www.luft.co.jp/cgi/str_counter.php 

 

② 使えるのは jpgファイルのみです 

ごくまれに pngファイルなのにも関わらず拡張子が jpgのものがあるので、 

おかしいなと思ったら、一度ペイントなどで開いて別名保存で jpgとして保存し直してください。（毎回

調べるより早いです） 

 

 

  

https://www.luft.co.jp/cgi/str_counter.php
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4. サンプルボード：フォーマット編集（設定）方法 

JupiterPrintから出力されるサンプルボードのデフォルトサイズは 2x5（10アイテム）ですが、 

フォーマットを編集することで、2x6、3x6などの形で出力することができます。設定によっては Jupiter

本体では用意されていないフォーマットを作成することもできます。 

 

編集するのは「フォーマット」「設定」シート 

画面説明のあと、実際に 3x6（18マス）のサンプルボードフォーマットを例として作成します 

 

◆設定画面説明 

まずデフォルトの「フォーマット」「設定」シートの関係性を図示したものが以下のものになります 

 

「フォーマット」シート（全体像） 
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「フォーマット」シート（最初のアイテムだけを拡大） 
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「設定」シート 
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「設定シート」説明 

■基本フォーマット 

① アイテム行（縦）数 

縦に並べるアイテム数。デフォルトは 2x5のため、2が入っています 

② アイテム列（横）数 

横に並べるアイテム数。デフォルトは 2x5のため、5が入っています 

③ アイテムの行（縦）間隔 

ひとつのアイテムの高さ設定。デフォルトでは 2～34行目の 33マスを使用しているので、33が入っ

ています 

④ アイテムの列（横）間隔・印刷範囲列数 

ひとつのアイテムの幅設定。デフォルトでは A～F（最初のアイテムの場合）の６マスを使用しているので、

６が入っています 

 

■ページ 

⑤ ページ番号 

ページ番号が入ります（＝シート番号） 

⑥ ページタイトル 

「メイン」シートの建物&フロア名と部屋名が入ります 

表示のされかたは「建物&フロア名 / 部屋名」となります。（部屋名が入っていなければ/ 部屋名の部

分は表示されません） 

 

■最初のアイテム 

最初のアイテムで位置決めをしたあとは、基本フォーマットで設定した間隔に応じて自動的にマクロがデータ

を入れ込んでいきます 

 

⑦ 品名 

⑧ 品名ラベル 

⑧の位置に「ラベル文字」で設定した文言（デフォルトでは品名：）が入り、⑦の位置に「メイン」シートで設

定したアイテムの品名が入ります。 

 

以下、⑨～㉒（型番～備考）まで同様のパターンでデータが入れ込まれていきます。 

 

「★：内容連結処理済」というのは、データを入れ込む前に「メイン」シート上で別のセルに入っているデータ

をマクロが自動的に連結していることを指します。 

★数量単位 = 「数量」＋「単位」 

★単価（税込単価） = 「本体価格」＋「税込価格」 

★備考（DB備考＋ユーザー備考） = 「DB備考」＋「ユーザー備考」  
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㉓～㉕ 色 1～3 

色名が入ります 

後述する色画像の枠設定（㉘～㉚）で「列数（横）」が 2に設定されているため、 

幅 2マスが確保されています 

㉖  項番 

「メイン」シートの「項番」に記入した文字列が表示されます。数字以外も可能です 

 

㉗  写真画像 

㉗に設定したセルを基準に「行数（縦）」「列数（横）」の分だけ写真画像の枠が確保されます 

マージンの値を小さくすると、枠線に画像がかかって消えてしまうのでほどほどに設定してください 

㉘～㉚ 色 1画像～色 3画像 

㉗写真画像と同様に、設定したセルを基準に枠が確保されます 

 

㉛  クリアするセル範囲 

JupiterPrintが Excelを出力する際に、フォーマットにある罫線を除いた文字情報を 

一度消してから、設定したセルに必要なデータを入れ込んでいきます。 

画像例では、左上（A1）右下（AD６７）を両端とした緑色になっている範囲に入っている 

文字情報を消すように指定しています 
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◆設定方法 

ここでは例として、Jupiter本体で Excelファイル 3x6（18アイテム）を出力したときとほぼ同じような形

になるように設定を変更していきながら設定方法を解説します 

 

完成形（Jupiter本体で出力した Excelファイル） 
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完成形（JupiterPrintで出力した Excelファイル） 

 

 

完成形（JupiterPrint上の「フォーマット」シート） 
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1. 「フォーマット」シートのレイアウトを変更する 

出力したいレイアウトに変更 

（Excelで表を作成・編集する作業と同じです） 

 

この例のように、すでに存在するレイアウトに合わせる場合は、その Excelファイルからレイアウトをコ

ピーしてしまうのも楽です。 

ここでは、Jupiterで出力したExcelファイルのレイアウトをコピーしてフォーマットを変更しています。 

 

この際に、もともとフォーマット上にあった、「ページタイトル」「項番」「品名０１」「型番０２」のような文言がな

くとも機能はします（何が入っていても出力前に消去されるため）が、レイアウト構成の理解のために記入を

しておくことを推奨します。 
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2. 「フォーマット」シート内のデータを入れたい位置を「設定」シートで指定する 

 

「フォーマット」シート（全体像） 
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「フォーマット」シート（最初のアイテムだけを拡大） 
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「設定」シート（赤字…変更箇所） 
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「設定シート」説明 

■基本フォーマット 

① アイテム行（縦）数 

3x6のため、3 

② アイテム列（横）数 

3x6のため、6 

③ アイテムの行（縦）間隔 

３～25行目の 23マスを使用しているので、23 

④ アイテムの列（横）間隔・印刷範囲列数 

A～D（1アイテム目の場合）の 4マスを使用しているので、4 

 

■ページ 

⑤ ページ番号（位置指定のみ） 

⑥ ページタイトル 

Jupiterで出力したファイルに合わせると文字が隠れたので、隣のセルと結合済 

 

■最初のアイテム 

⑦～㉒（品名～備考）まで画像のとおりセルを指定 

⑪⑫（数量）の位置がデフォルトから変わっていますが、「設定」シート上の指定方法はほかと変わりません 

 

㉓～㉕ 色 1～3（色名） 

こちらも位置が変わっていますが指定方法はほかと変わりません 

㉖  項番（位置指定のみ） 

 

㉗  写真画像 

「行数（縦）」「列数（横）」の指定が変更されています（12x4） 

マージンの値は実際に出力して調整することを推奨します 

㉘～㉚ 色 1画像～色 3画像 

「行数（縦）」「列数（横）」の指定が変更されています（3x1） 

 

㉛  クリアするセル範囲 

全体の大きさが変更になったため、指定も変更されています 

 

  



JupiterPrint補足マニュアル (Win10) 

◆設定方法  27 

TIPS 

 作ったフォーマットを使う際の注意点 

新しく作ったフォーマットも、デフォルトのフォーマットと同様の使い方で機能します。 

上記の例のように、レイアウトを大きく変更した場合は、イメージ写真（図面）枠を作成する際の枠の大き

さも変更になるので確認してください。 

イメージ写真（図面）枠の位置のコントロール自体は、「メイン」シートで行います（1-4．イメージ写真（図

面）枠作成記述） 

 

 「フォーマット」シートのデザインカスタマイズ 

例ではデフォルトのまま使用していましたが、Excelができる範囲でのデザインのカスタマイズは可能

です。（罫線、フォントファミリー・フォントサイズ・フォントカラーなど） 

「設定」シートで指定したところにデータが入っていくので、項目の移動も可能です。 

（タイトルを中央や右に配置したり、型番と品名の順序を逆にすることも可能です） 

 

また、例では、もともと入っていたデータをすべて消していますが、あえてクリア範囲から外すことで文

言を残すことも可能です。 

カスタマイズ例（罫線を変更、ロゴ画像を追加：ロゴの位置はクリア範囲に含めない） 
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